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１　施策の目的等 （ＮＯ．１）

２　施策の状況

平成２８年度における事業の実施状況と成果

介護予防プログラムとして、元気高齢者向けに「さ
わやか健康教室」、生活機能の低下がみられる高
齢者向けに「はつらつ健康教室」、両者を対象とし
た１回完結型の「ゆうゆう講座」を実施した。また、
さわやか体操リーダーの育成とこれに伴ういきいき
館（敬老館）等での教室の拡充を図るほか、高齢
者クラブへの派遣（８クラブ15回）の増加など、高
齢者がより身近な場所で健康づくりに取り組める
環境の整備を促進した。

○教室・講座延べ参加者数
　・さわやか健康教室（トレーニングマシンコース）

1,531人 （計204回）
　・はつらつ健康教室
　・ゆうゆう講座

2,481人 （計288回）

　・さわやか体操リーダーによる体操教室

高齢者福祉

目的
　生涯にわたり人生を楽しむことができるよう、高齢者一人ひとりが健康の大切さについて自覚し、健康づ
くりや体力の維持向上に努めている。

施策評価シート

施策名 健康づくりの推進 施策Ｎo 部課名 福祉保健部高齢者福祉課

関連部課名 －
基本計画
（施策分野）

計
画
事
業
の
状
況

計画事業名

上
記
以
外
の
取
組

取組名 平成２８年度における事業の実施状況と成果

出前はつらつ体験講座の実施

区民館等で座位でのストレッチや口腔ケア・脳トレ体操等が体験できる講座を開
催（開催回数６回、延べ参加者数73人）し、健康づくりの普及啓発を図ることによ
り、主体的な健康活動や「はつらつ健康教室」への参加につなげることができた。

介護予防事業対象者への働き
かけ

要支援・要介護になるおそれのある高齢者（介護予防事業対象者1,967人）に対
し、健康づくり教室の案内の送付（1,787通）および電話による健康づくり教室への
参加勧奨を行った。（1,776回）これにより、健康の大切さ、健康づくりの重要性に
ついて周知を図ることができた。

「通いの場」モデル事業の実施

高齢者が身近な場所で気軽に交流し、簡単な運動やレクリエーションを通じて介
護予防を行える環境づくりや高齢者を支え合う地域づくりを推進することを目的と
して、住民が主体的に運営する「通いの場」モデル事業を区内３カ所で実施（計
102回）し、延べ1,209人が参加した。

事業計画（平成２５～２９年度）

健康づくりの推進 継続

・健康づくり教室の充実
・さわやか体操リーダーの育成・
活用　　　　　　　　　　         50人
・サークルの育成

○さわやか体操リーダー育成 ８人

847人 （計24回）

（計180回）1,909人

（ＮＯ．２）

３　施策の評価と課題

４　今後の方向性

元気高齢者の割合
要支援・要介護認定を受け
ていない高齢者の割合

81.4％ 81.5％ 81.4％

26年度 27年度 28年度
29年度
（目標値）

80.9％

内容（説明） 23年度
（現状値）

指標の推移

82.0％

施策の目的達成に向
けての課題

○高齢者が早い段階から健康づくりに取り組めるような支援を引き続き推進するとともに、健康教室、ゆ
うゆう講座終了後に、高齢者が身近な場所で気軽に運動ができる情報の提供およびサークル活動へ
の参加を積極的に促していく必要がある。
○さわやか体操リーダーのいきいき館でのゴムバンド教室を拡大するとともに、さわやか体操リーダー
の派遣活動について周知を広げ、新たな活動場所の拡大、活動内容の展開を図り、高齢者が身近な
場所で健康づくりができる機会を増やしていく必要がある。
○マシントレーニング等の本格的な体操指導を行うさわやか体操リーダーのほか、高齢者クラブや通い
の場等における活動を想定した、簡単な体操等を教えることのできるボランティアを育成していく必要
がある。
○平成29年度から介護保険事業の総合事業として展開する「通いの場」事業については、身近な場所
における健康づくりのきっかけの場としてより多くの高齢者に利用してもらえるよう、積極的な周知が必
要である。

○おとしより相談センター等との連携のもと、生活機能に低下がみられる高齢者等に対する健康教室の周知を促進し、新たな
参加者の拡大を図っていく。また、65歳以上の全高齢者に「介護保険つうしん」を配布し区の健康づくり事業を紹介するほか、
ガイドブックを活用し日常生活の中で介護予防を意識的に取り組んでもらえるよう普及啓発の促進を図る。さらに、各健康教室
やゆうゆう講座修了者に他健康教室やサークル活動の情報を積極的に提供し、継続的な健康づくりを促していく。
○さわやか体操リーダーの活動について、すべてのいきいき館でゴムバンド教室を運営するほか、高齢者クラブへの派遣を積
極的に行うなど、高齢者の健康づくりの機会の充実を図っていく。また、マシン教室修了者には、ガイドブックに掲載されている
区施設（総合スポーツセンター等）を紹介するなど、自主的な健康づくりを支援していく。
○高齢者が身近な場所で継続的に健康づくりや介護予防に取り組めるよう、新たな区民ボランティアとして「元気応援サポー
ター」を育成し、高齢者クラブや通いの場等で簡単な体操やレクリエーションを行い、地域の中での自主的な活動を支援してい
く。
○「区のおしらせ　中央」等を活用し、「通いの場」支援事業の周知の強化および地域への拡大を図るとともに、平成29年度から
社会福祉協議会に設置される生活支援コーディネーターとも連携しながら、身近な場所における介護予防の取組を支援してい
く。

客観的事実・デー
タに基づいた施策

の現状等

平成28年度の介護保険第１号被保険者数は、前年度比で2.9％（平成27年度23,493人→平成28年度
24,167人)増加した一方、平成28年度の要支援・要介護認定を受けていない高齢者数は、前年度比で
は2.3％（平成27年度19,112人→平成28年度19,559人）にとどまった。

施策の
達成状況

判断
結果

順調 概ね順調 順調とはいえない

理由等
（評価）

○さわやか健康教室、はつらつ健康教室の修了者に区の健康づくり事業および区内の運動施設等の
情報をまとめたガイドブックを配布すると同時に、いきいき館の各種事業、さわやか体操リーダーによる
体操教室やゆうゆう講座等を案内することで、継続した健康づくりにつながる機会を提供することができ
ている。
○さわやか体操リーダーによるいきいき館でのマシン教室の回数を拡大（平成27年度月５回→平成28
年度月６回）したことにより、参加者人数が105人（平成27年度 1,804人→平成28年度 1,909人）増加す
るなど、身近な場所における健康づくりの機会をより多くの方に提供できている。また、高齢者クラブへ
のさわやか体操リーダーの派遣回数の増加（平成27年度 ６クラブ11回→平成28年度 ８クラブ15回）等
により、リーダーの活動場所・機会の拡充も図ることができている。
○ゆうゆう講座の参加者人数は16人（平成27年度863人→平成28年度847人)減少したものの、講座終
了後のアンケート調査では、参加者の99.5％が「非常に良かった」「良かった」と回答しており、高齢者
のニーズを捉えた効果的な講座の展開を図ることができている。
○モデル事業として実施した「通いの場」事業については、平成29年度以降に介護保険事業の総合事
業として安定的展開を図るための基盤づくりを進めることができた。

指
標
等

施策の達成状況の目標
となる指標
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（ＮＯ．２）

３　施策の評価と課題

４　今後の方向性

元気高齢者の割合
要支援・要介護認定を受け
ていない高齢者の割合

81.4％ 81.5％ 81.4％

26年度 27年度 28年度
29年度
（目標値）

80.9％

内容（説明） 23年度
（現状値）

指標の推移

82.0％

施策の目的達成に向
けての課題

○高齢者が早い段階から健康づくりに取り組めるような支援を引き続き推進するとともに、健康教室、ゆ
うゆう講座終了後に、高齢者が身近な場所で気軽に運動ができる情報の提供およびサークル活動へ
の参加を積極的に促していく必要がある。
○さわやか体操リーダーのいきいき館でのゴムバンド教室を拡大するとともに、さわやか体操リーダー
の派遣活動について周知を広げ、新たな活動場所の拡大、活動内容の展開を図り、高齢者が身近な
場所で健康づくりができる機会を増やしていく必要がある。
○マシントレーニング等の本格的な体操指導を行うさわやか体操リーダーのほか、高齢者クラブや通い
の場等における活動を想定した、簡単な体操等を教えることのできるボランティアを育成していく必要
がある。
○平成29年度から介護保険事業の総合事業として展開する「通いの場」事業については、身近な場所
における健康づくりのきっかけの場としてより多くの高齢者に利用してもらえるよう、積極的な周知が必
要である。

○おとしより相談センター等との連携のもと、生活機能に低下がみられる高齢者等に対する健康教室の周知を促進し、新たな
参加者の拡大を図っていく。また、65歳以上の全高齢者に「介護保険つうしん」を配布し区の健康づくり事業を紹介するほか、
ガイドブックを活用し日常生活の中で介護予防を意識的に取り組んでもらえるよう普及啓発の促進を図る。さらに、各健康教室
やゆうゆう講座修了者に他健康教室やサークル活動の情報を積極的に提供し、継続的な健康づくりを促していく。
○さわやか体操リーダーの活動について、すべてのいきいき館でゴムバンド教室を運営するほか、高齢者クラブへの派遣を積
極的に行うなど、高齢者の健康づくりの機会の充実を図っていく。また、マシン教室修了者には、ガイドブックに掲載されている
区施設（総合スポーツセンター等）を紹介するなど、自主的な健康づくりを支援していく。
○高齢者が身近な場所で継続的に健康づくりや介護予防に取り組めるよう、新たな区民ボランティアとして「元気応援サポー
ター」を育成し、高齢者クラブや通いの場等で簡単な体操やレクリエーションを行い、地域の中での自主的な活動を支援してい
く。
○「区のおしらせ　中央」等を活用し、「通いの場」支援事業の周知の強化および地域への拡大を図るとともに、平成29年度から
社会福祉協議会に設置される生活支援コーディネーターとも連携しながら、身近な場所における介護予防の取組を支援してい
く。

客観的事実・デー
タに基づいた施策

の現状等

平成28年度の介護保険第１号被保険者数は、前年度比で2.9％（平成27年度23,493人→平成28年度
24,167人)増加した一方、平成28年度の要支援・要介護認定を受けていない高齢者数は、前年度比で
は2.3％（平成27年度19,112人→平成28年度19,559人）にとどまった。

施策の
達成状況

判断
結果

順調 概ね順調 順調とはいえない

理由等
（評価）

○さわやか健康教室、はつらつ健康教室の修了者に区の健康づくり事業および区内の運動施設等の
情報をまとめたガイドブックを配布すると同時に、いきいき館の各種事業、さわやか体操リーダーによる
体操教室やゆうゆう講座等を案内することで、継続した健康づくりにつながる機会を提供することができ
ている。
○さわやか体操リーダーによるいきいき館でのマシン教室の回数を拡大（平成27年度月５回→平成28
年度月６回）したことにより、参加者人数が105人（平成27年度 1,804人→平成28年度 1,909人）増加す
るなど、身近な場所における健康づくりの機会をより多くの方に提供できている。また、高齢者クラブへ
のさわやか体操リーダーの派遣回数の増加（平成27年度 ６クラブ11回→平成28年度 ８クラブ15回）等
により、リーダーの活動場所・機会の拡充も図ることができている。
○ゆうゆう講座の参加者人数は16人（平成27年度863人→平成28年度847人)減少したものの、講座終
了後のアンケート調査では、参加者の99.5％が「非常に良かった」「良かった」と回答しており、高齢者
のニーズを捉えた効果的な講座の展開を図ることができている。
○モデル事業として実施した「通いの場」事業については、平成29年度以降に介護保険事業の総合事
業として安定的展開を図るための基盤づくりを進めることができた。

指
標
等

施策の達成状況の目標
となる指標
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１　施策の目的等 （ＮＯ．１）

２　施策の状況

上
記
以
外
の
取
組

取組名 平成２８年度における事業の実施状況と成果

高齢者クラブ活動の活性化

高齢者クラブ活動の活性化を図るため、同クラブの代表者会において、さわやか
体操リーダーや元気高齢者人材バンク派遣事業の紹介（動画紹介）を行うなど、
各種事業の積極的な周知に努めた。こうした取組により、さわやか体操リーダー（８
クラブ 15回）や元気高齢者人材バンクによる講座（２クラブ ２回）が開催されるな
ど、クラブにおける健康づくり事業の促進にもつながった。

中央高年齢者就職面接会の開
催

「通いの場」モデル事業の実施

身近な地域で高齢者が交流できる体制や高齢者が支え合う地域づくりを推進する
ことを目的として、住民が主体的に運営する「通いの場」のモデル事業を区内３カ
所で実施した。（計102回、参加者 延べ1,209人、ボランティア参加者 延べ481人）
また、次年度以降の「高齢者通いの場支援事業」の実施に向け、ボランティアによ
る継続した運営が可能となるよう、区内３地域で説明会を実施した。（３回 56人参
加）

中央区地域雇用問題連絡会議（区も加盟）の主催により高年齢者合同就職面接
会を開催した。（平成29年２月実施）15社、38人の求人に対して、103人の求職者
が参加し、このうち15人が就職するなど、高齢者の雇用促進に寄与することができ
た。

高齢者雇用促進奨励金の交付

シルバーワーク中央の独自求人開拓や高齢者雇用企業奨励金の周知により雇用
拡大が図られたことに伴い、高齢者雇用企業奨励金の交付件数が前年比の2.2
倍、交付額が前年度比の2.1倍となった。これにより、意欲のある高齢者の就労環
境づくりに資することができた。（平成27年度９件 310,000円→平成28年度20件
650,000円）。
区およびシルバーワーク中央（中央区社会福祉協議会）の共催による就職面接会
を２回開催した。25社が参加し、参加者は延べ123人、このうち22人が就職するな
ど、高齢者の雇用促進を図ることができた。

高年齢者合同就職面接会の開
催

計
画
事
業
の
状
況

計画事業名 事業計画（平成２５～２９年度） 平成２８年度における事業の実施状況と成果

「70歳就労社会」の実現
（社会参加の促進）

継続

・高齢者の就業拡大
・元気高齢者人材バンクの登録
者の拡充
・いきいき館のサービスの拡充

○シルバー人材センターにおいては、就業専
門員（４名）による区内企業・団体への就業開
拓の取組強化により、受託件数が171件（平成
27年度3,148件→平成28年度3,319件）増加し
た。また、シルバーワーク中央においても、事
業所への個別訪問、区報への掲載、チラシの
配布等積極的な求人開拓や周知により独自求
人数が601人（平成27年度1,656人→平成28年
度2,257人）増加した。
○元気高齢者人材バンクにおいては、技能お
披露目会（８回）および人材バンクPR会(２回)等
により事業の周知を促進し、この結果12人の新
規登録があった。（平成28年度末登録者数72
人）
○いきいき館においては、講座やイベントの充
実のほか、区報への掲載、高齢者クラブや民
生・児童委員協議会へのチラシの配布、近隣
の町会掲示板にポスターを貼付するなどの周
知活動を積極的に行った結果、年間利用者数
が5,343人(平成27年度118,141人→平成28年
度123,484人）増加した。

関連部課名 ―
基本計画
（施策分野） 高齢者福祉

目的
　高齢者が住み慣れた地域で、知識や経験、能力を生かして就労やボランティア等の社会参加活動を行
い、いきいきと暮らしている。

施策評価シート

施策名 生きがいづくり・社会参加の促進 施策Ｎo 部課名 福祉保健部高齢者福祉課

（ＮＯ．２）

３　施策の評価と課題

４　今後の方向性

○シルバー人材センターにおいては、引き続き会員の募集や新規就労開拓に努めるとともに、介護保険法における総合事業サービ
スの提供主体としての役割も含め、より多くのニーズに応えていけるよう、研修等を通じ質の高い生活支援サービスの提供に向けた体
制を構築していく。
○シルバーワーク中央において、独自求人の開拓およびより多くの情報提供に努めるとともに、再就職セミナーやキャリアチェンジを
通じて求職者の意識改革を図りながら職種のマッチングを行い、就職者の増加を図っていく。また、「江戸バス」へのポスター掲載、商
工団体の会議等での説明等周知を進め、意欲ある高齢者の就労促進につなげていく。
○元気高齢者人材バンクについては、多世代交流の場において幅広く活動機会が得られるよう、高齢者クラブや通いの場のほか、児
童館等に対しても積極的に働きかけを行っていく、。
○「セカンドライフ応援セミナー」を引き続き実施し、シルバー人材センターおよびシルバーワーク中央の事業内容や高齢者人材バン
クの活動について周知拡大を図っていく。
○いきいき館においては、利用者が講座を受けるだけでなく、講座やイベント等でのボランティア活動や講座の講師等担い手としての
役割をより多く提供し、生きがいづくりにつなげていく。また、新たに孤立防止・生きがい推進担当を配置し、関係機関や団体等との連
携のもと孤立防止や介護予防を推進していく。
○平成29年度から実施する「高齢者通いの場支援事業」については、学識経験者や関係機関等で構成する協議体において事業へ
の参加促進、地域の支え合い等の一層の推進に向けた意見交換を行っていくほか、登録団体向けのセミナーや交流会の実施を通
じ、団体の安定運営の支援や事業の活性化を図っていく。

施策の目的達成に向け
ての課題

○シルバー人材センターにおいては、介護保険法における総合事業の委託事業者（予防訪問介護（平成
28年度７件、延べ54回））としてのスキルアップも図りつつ、家庭を含む民間からのさらなる受注拡大に取り組
む必要がある。
○シルバーワーク中央において、求人の職種と求職者の希望職種との乖離の縮小に向け、マッチング向上
の取組を進め、さらなる雇用の拡大を図っていく必要がある。
○元気高齢者人材バンクについて、高齢者だけでなく多世代交流の視点から、新規登録者や技能が向上
した登録者の新たな活動場所を開拓していく必要がある。
○平成28年度に実施した中央区高齢者実態調査では、シルバー人材センターの認知度が40％、シルバー
ワーク中央の認知度が25％であった。高齢者の社会参加のさらなる推進や就労支援の強化に向け、それぞ
れの事業内容等の周知を推進していく必要がある。
○利用者数が増加しているいきいき館においては、講座やイベント等の充実を図り、利用者の社会参加を促
進するための場や機会の提供を積極的に行っていく必要がある。また、高齢者の社会的孤立を防ぐため、
社会とのつながりを築くアプローチも求められている。
○モデル事業として実施した「通いの場」事業について、「高齢者通いの場支援事業」としての本格実施に
向け、住民主体の登録団体による継続的・安定的な運営への支援が必要である。

客観的事実・データ
に基づいた施策の

現状等

○シルバー人材センターの受託件数が3,319件と前年度より171件（前年度比1.05倍）増加した。また、就業
会員数は498人で前年度より15人（前年度比1.03倍）増加した。
○シルバーワーク中央の平成28年度における独自求人数は2,259人で前年度より603人（前年度比1.36倍）
増加し、就職者数は222人で前年度より32人（前年度比1.17倍）増加した。また、求職者数は108人（平成27
年度 1,823人→28年度 1,931人）増加し、就職者数は32人（27年度190人→28年度 222人）増加した。

指
標
等

施策の達成状況の目標
となる指標

内容（説明）
指標の推移

施策の
達成状況

判断
結果

順調 概ね順調 順調とはいえない

理由等
（評価）

○シルバー人材センターでは就業を希望している全会員を対象に、接遇マナー研修を実施するなど顧客満
足度向上に向けた取組を進めた結果、家庭を含む民間からの受託件数が増加している。（平成27年度
2,745件→平成28年度 2,903件）
○シルバーワーク中央においては、「高年齢者就職面接会」を年２回の開催（平成27年度 年１回）としたほ
か、ダイレクトメールや新聞折込、図書館等におけるチラシの配布により面接会の周知強化を図った結果、
参加者、参加企業、就職者の増加につながった。
○元気高齢者人材バンクにおいては、技能お披露目会（８回）や人材バンクPR会（２回）を通じた周知活動
のほか、多世代交流推進を目的とした児童館でのPR活動等の取組が、児童館からの講座依頼（２回）に結
びつくなど活動場所・機会の拡充を着実に図ることができている。
○シルバー人材センター、シルバーワーク中央、元気高齢者人材バンク合同で開催した「セカンドライフ応
援セミナー」（２回開催、参加者 延べ66人）において、それぞれの活動の周知等を行った結果、シルバー
ワーク中央への相談（６人）および元気高齢者人材バンクの登録（１人）へつなげることができた。
○いきいき館においては、事業内容の充実等により、年間利用者数、一日当たりの平均来館者数が増加し
ている。
○「通いの場」のモデル事業（区内３カ所で実施）においてボランティアの育成を推進し、延べ481人がボラン
ティアとして参加するなど、高齢者を支え合う地域づくりを推進するための自主的な取組を広げることができ
た。
○シルバー人材センターにおける就業開拓の取組強化やシルバーワーク中央の積極的な求人開拓等に伴
う成果とともに景気の回復基調も相まって、高齢者の就労割合が目標値を上回った。

40.0％ 36.0％

23年度
（現状値）

26年度 27年度 28年度
29年度
（目標値）

高齢者の就労割合
中央区世論調査の回答
者の属性データによる高
齢者の就労割合

33.2％ 33.6％ 34.9％

平成29年度　中央区行政評価 － 20 －



（ＮＯ．２）

３　施策の評価と課題

４　今後の方向性

○シルバー人材センターにおいては、引き続き会員の募集や新規就労開拓に努めるとともに、介護保険法における総合事業サービ
スの提供主体としての役割も含め、より多くのニーズに応えていけるよう、研修等を通じ質の高い生活支援サービスの提供に向けた体
制を構築していく。
○シルバーワーク中央において、独自求人の開拓およびより多くの情報提供に努めるとともに、再就職セミナーやキャリアチェンジを
通じて求職者の意識改革を図りながら職種のマッチングを行い、就職者の増加を図っていく。また、「江戸バス」へのポスター掲載、商
工団体の会議等での説明等周知を進め、意欲ある高齢者の就労促進につなげていく。
○元気高齢者人材バンクについては、多世代交流の場において幅広く活動機会が得られるよう、高齢者クラブや通いの場のほか、児
童館等に対しても積極的に働きかけを行っていく、。
○「セカンドライフ応援セミナー」を引き続き実施し、シルバー人材センターおよびシルバーワーク中央の事業内容や高齢者人材バン
クの活動について周知拡大を図っていく。
○いきいき館においては、利用者が講座を受けるだけでなく、講座やイベント等でのボランティア活動や講座の講師等担い手としての
役割をより多く提供し、生きがいづくりにつなげていく。また、新たに孤立防止・生きがい推進担当を配置し、関係機関や団体等との連
携のもと孤立防止や介護予防を推進していく。
○平成29年度から実施する「高齢者通いの場支援事業」については、学識経験者や関係機関等で構成する協議体において事業へ
の参加促進、地域の支え合い等の一層の推進に向けた意見交換を行っていくほか、登録団体向けのセミナーや交流会の実施を通
じ、団体の安定運営の支援や事業の活性化を図っていく。

施策の目的達成に向け
ての課題

○シルバー人材センターにおいては、介護保険法における総合事業の委託事業者（予防訪問介護（平成
28年度７件、延べ54回））としてのスキルアップも図りつつ、家庭を含む民間からのさらなる受注拡大に取り組
む必要がある。
○シルバーワーク中央において、求人の職種と求職者の希望職種との乖離の縮小に向け、マッチング向上
の取組を進め、さらなる雇用の拡大を図っていく必要がある。
○元気高齢者人材バンクについて、高齢者だけでなく多世代交流の視点から、新規登録者や技能が向上
した登録者の新たな活動場所を開拓していく必要がある。
○平成28年度に実施した中央区高齢者実態調査では、シルバー人材センターの認知度が40％、シルバー
ワーク中央の認知度が25％であった。高齢者の社会参加のさらなる推進や就労支援の強化に向け、それぞ
れの事業内容等の周知を推進していく必要がある。
○利用者数が増加しているいきいき館においては、講座やイベント等の充実を図り、利用者の社会参加を促
進するための場や機会の提供を積極的に行っていく必要がある。また、高齢者の社会的孤立を防ぐため、
社会とのつながりを築くアプローチも求められている。
○モデル事業として実施した「通いの場」事業について、「高齢者通いの場支援事業」としての本格実施に
向け、住民主体の登録団体による継続的・安定的な運営への支援が必要である。

客観的事実・データ
に基づいた施策の

現状等

○シルバー人材センターの受託件数が3,319件と前年度より171件（前年度比1.05倍）増加した。また、就業
会員数は498人で前年度より15人（前年度比1.03倍）増加した。
○シルバーワーク中央の平成28年度における独自求人数は2,259人で前年度より603人（前年度比1.36倍）
増加し、就職者数は222人で前年度より32人（前年度比1.17倍）増加した。また、求職者数は108人（平成27
年度 1,823人→28年度 1,931人）増加し、就職者数は32人（27年度190人→28年度 222人）増加した。

指
標
等

施策の達成状況の目標
となる指標

内容（説明）
指標の推移

施策の
達成状況

判断
結果

順調 概ね順調 順調とはいえない

理由等
（評価）

○シルバー人材センターでは就業を希望している全会員を対象に、接遇マナー研修を実施するなど顧客満
足度向上に向けた取組を進めた結果、家庭を含む民間からの受託件数が増加している。（平成27年度
2,745件→平成28年度 2,903件）
○シルバーワーク中央においては、「高年齢者就職面接会」を年２回の開催（平成27年度 年１回）としたほ
か、ダイレクトメールや新聞折込、図書館等におけるチラシの配布により面接会の周知強化を図った結果、
参加者、参加企業、就職者の増加につながった。
○元気高齢者人材バンクにおいては、技能お披露目会（８回）や人材バンクPR会（２回）を通じた周知活動
のほか、多世代交流推進を目的とした児童館でのPR活動等の取組が、児童館からの講座依頼（２回）に結
びつくなど活動場所・機会の拡充を着実に図ることができている。
○シルバー人材センター、シルバーワーク中央、元気高齢者人材バンク合同で開催した「セカンドライフ応
援セミナー」（２回開催、参加者 延べ66人）において、それぞれの活動の周知等を行った結果、シルバー
ワーク中央への相談（６人）および元気高齢者人材バンクの登録（１人）へつなげることができた。
○いきいき館においては、事業内容の充実等により、年間利用者数、一日当たりの平均来館者数が増加し
ている。
○「通いの場」のモデル事業（区内３カ所で実施）においてボランティアの育成を推進し、延べ481人がボラン
ティアとして参加するなど、高齢者を支え合う地域づくりを推進するための自主的な取組を広げることができ
た。
○シルバー人材センターにおける就業開拓の取組強化やシルバーワーク中央の積極的な求人開拓等に伴
う成果とともに景気の回復基調も相まって、高齢者の就労割合が目標値を上回った。

40.0％ 36.0％

23年度
（現状値）

26年度 27年度 28年度
29年度
（目標値）

高齢者の就労割合
中央区世論調査の回答
者の属性データによる高
齢者の就労割合

33.2％ 33.6％ 34.9％
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１　施策の目的等 （ＮＯ．１）

２　施策の状況

医療機関・薬局等に関する情報
の提供と医療安全対策

医療安全講習会（対象：診療所・歯科診療所、参加者数206人）および薬事講習
会（対象：薬局、参加者数57人）、また、地区薬剤師に対して講習（参加者数 １回
目36人、２回目45人、計81人）を行い、医療安全確保対策の充実や医薬品の管
理等の法令遵守の徹底を図った。

医療相談の実施

患者からの医療に関する相談や区内診療所および歯科診療所等に対する相談・
苦情に対応（319件）するとともに、診療所等に対し医療安全の確保等に関する情
報提供を行い、医療の安全と信頼の向上を図った。

上
記
以
外
の
取
組

取組名 平成２８年度における事業の実施状況と成果

診療所および歯科診療所等の
監視指導

診療所、歯科診療所等の監視指導（221件）を行うとともに、有床診療所の監視指
導を定期的に実施（２件）し、医療安全の確保を図った。

薬局、医薬品販売業者、高度管
理医療機器等販売業者・貸与業
者等、毒物劇物販売業者・業務
上取扱者の監視指導

薬局、医薬品販売業者および高度管理医療機器等販売業者・貸与業者等
（1,052件）、毒物劇物販売業者（290件）に対する監視指導を行い、調剤における
医療安全の確保、医薬品・医療機器・毒物劇物の管理・販売時における手続き等
の適正化を図った。なお、いずれにおいても重大な違反は見受けられず概ね良
好な状況であった。

計
画
事
業
の
状
況

計画事業名 事業計画（平成２５～２９年度） 平成２８年度における事業の実施状況と成果

関連部課名 ―
基本計画
（施策分野） 生活衛生

目的
○診療所における医療の質と安全を管理する体制が確保されている。
○医薬品および毒物・劇物の適正な販売や取扱いが徹底されている。

施策評価シート

施策名 医事・薬事の安全対策 施策Ｎo 部課名 福祉保健部生活衛生課
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